
 

小林 淳芳 略歴 

1961年生まれ 

1987年ゴルフコース設計家である父・小林光昭とともにゴルフコース設計会社 

「株式会社ジーケン」を設立。 

以降、東武鉄道グループのユニ東武ゴルフクラブをはじめ、習志野カントリークラブ、米原ゴルフ倶楽部、 

浜野ゴルフクラブ等々、国内外 40コース以上のゴルフコース新設、増設、改造設計を担い現在に至る。 

 

 

この度のリニューアルにおいては設計テーマを「練習場にリアリティを」としました。 

各練習打席からの景観を大事にし、「池」「池際」「フェアウェイ」「バンカー」「ターゲットグリーン」各々に 

意味を持たせ、真に「ゴルフというゲームを練習する場」を提供することを表現しました。 

私は『ゴルフとは「自分の狙った方向」へ「考えた距離」を「コントロールした球筋」で打ち繋いで、ホール 

カップを目指すゲーム』と考えています。 

ぜひ、練習場のすべての打席をお試し頂き「飛距離を追求する」だけに留まらず「ゲームとしての楽しみ」 

を味わって頂きたいと願います。 

ゴルフクラブを初めて握る方から、ゴルフという超頭脳ゲームを追求する方まで、多くのプレーヤーに 

楽しんで頂ける「練習場」となることお約束します。 
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